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ある安定経営を実現するためには、計画的な更新により、老朽化資産の発生と増加を防ぐことが重要です。

中間省略 
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グラフ-4 「管路
※更新を行わない
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※アセット・マネジメントによる
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用途別使用水量の推計

工業用

有収水量

人から 30,323

する推計に基づく計画としています

人口減少が進み、使用水量が減少すると、料金収入が減少して安定経営ができなくなります。 

年後までの健全度を推計しています。

ある安定経営を実現するためには、計画的な更新により、老朽化資産の発生と増加を防ぐことが重要です。
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38

20
43

20
48

20
53

西暦年度

管路」の健全度
わない場合

経年化管路 老朽化管路

20
38

20
43

20
48

20
53

西暦年度

「管路」の健全度
アセット・マネジメントによる更新を行った

経年化管路 老朽化管路
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30,323 人へと約 13.6

する推計に基づく計画としています

年後までの健全度を推計しています。持続性の

ある安定経営を実現するためには、計画的な更新により、老朽化資産の発生と増加を防ぐことが重要です。 

20
53

20
58

老朽化管路

20
53

20
58

健全度
った場合

老朽化管路

 

13.6％

する推計に基づく計画としています。 

持続性の
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2.3 水道施設

 
小千谷市の水道は、

使用しています。

すべての施設の価値を現在の価格に換算すると

ります。

今後

ために必要な

1 年当たりの平均では、

工事費が

この更新工事費の推計は、水道施設を法定耐用年数を基準とし

て更新する

れている年数（実使用年数）を基準としています。財政状況を長

期的に展望し、できるだけ効率的な更新計画を策定することが重

要です。

 

 

3.目標を実現するための
 

3.1 
 

①水安全計画

水源

その

その

その

その

 

 

3.2 
 

②耐震化事業

様々な自然

を念頭に

構築

す。

 

その

その

 

優先

努めます。

 

③応急給水

3

ます。

④受援

2

事例の研究

 

 

3.3 
 

⑤アセット・マネジメント

中長期的な財政
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水道施設の

小千谷市の水道は、

使用しています。

すべての施設の価値を現在の価格に換算すると

ります。 

今後 2038 年度までの

ために必要な更新工事費の総額は、約

年当たりの平均では、

工事費が必要になります

この更新工事費の推計は、水道施設を法定耐用年数を基準とし

て更新するのでは

れている年数（実使用年数）を基準としています。財政状況を長

期的に展望し、できるだけ効率的な更新計画を策定することが重

要です。 

目標を実現するための

 

水安全計画の策定

水源の監視・管理体制の強化を図

その 1：水源管理（信濃川

その 2：浄水管理（監視体制の強化

その 3：給配水管理（マッピング情報の有効活用

その 4：水質管理（迅速な事故対応や

 

耐震化事業の実施

様々な自然災害による

を念頭に、迅速な

構築に努め、災害に強く

す。 

その 1：配水施設等の耐震化率

その 2：基幹管路等の耐震化率

優先度の高い水道

努めます。 

応急給水・応急復旧計画

3 年後(2021

ます。 

受援マニュアル

2 年後(2020

事例の研究に取り組みます。

 

アセット・マネジメント

中長期的な財政

強 靭

安 全

持 続

小千谷市第二次水道ビジョン

の老朽化対策

小千谷市の水道は、1954

使用しています。 

すべての施設の価値を現在の価格に換算すると

年度までの 20

更新工事費の総額は、約

年当たりの平均では、97

になります。 

この更新工事費の推計は、水道施設を法定耐用年数を基準とし

のではなく、実際に安全な状態で使用できると考えら

れている年数（実使用年数）を基準としています。財政状況を長

期的に展望し、できるだけ効率的な更新計画を策定することが重

目標を実現するための方策

策定 

監視・管理体制の強化を図

：水源管理（信濃川

：浄水管理（監視体制の強化

：給配水管理（マッピング情報の有効活用

：水質管理（迅速な事故対応や

実施 

災害による断水・減水

迅速な復旧、円滑な連携、的確な対応システム

に努め、災害に強く、しなやかな水道

配水施設等の耐震化率

基幹管路等の耐震化率

度の高い水道施設や病院・公共施設など重要施設周辺の

応急復旧計画の策定

(2021 年度)の策定

マニュアルの策定 

0 年度)の策定

に取り組みます。

アセット・マネジメントの実践

中長期的な財政計画に基づ

強 靭 

安 全 

持 続 

小千谷市第二次水道ビジョン 概要版

老朽化対策 

1954(Ｓ29)年度

すべての施設の価値を現在の価格に換算すると

20 年間に老朽化資産を発生させない

更新工事費の総額は、約 97

97 億円÷20 年＝約

 

この更新工事費の推計は、水道施設を法定耐用年数を基準とし

なく、実際に安全な状態で使用できると考えら

れている年数（実使用年数）を基準としています。財政状況を長

期的に展望し、できるだけ効率的な更新計画を策定することが重

方策 

監視・管理体制の強化を図り、水源から

：水源管理（信濃川から取水する他の水道事業者

：浄水管理（監視体制の強化など

：給配水管理（マッピング情報の有効活用

：水質管理（迅速な事故対応や

断水・減水を最小限にとどめ

、円滑な連携、的確な対応システム

しなやかな水道

配水施設等の耐震化率 84％以上

基幹管路等の耐震化率 38％以上

や病院・公共施設など重要施設周辺の

策定 

策定に向け、小千谷市地域防災計画などの

策定に向け、小千谷市地域防災計画など

に取り組みます。 

実践 

に基づき、効率的かつ

概要版                                                                  

年度以降に整備し

すべての施設の価値を現在の価格に換算すると27

老朽化資産を発生させない

97 億円と見込まれます

年＝約 5 億円の更新

この更新工事費の推計は、水道施設を法定耐用年数を基準とし

なく、実際に安全な状態で使用できると考えら

れている年数（実使用年数）を基準としています。財政状況を長

期的に展望し、できるだけ効率的な更新計画を策定することが重

、水源から給水先

から取水する他の水道事業者

など） 

：給配水管理（マッピング情報の有効活用など

：水質管理（迅速な事故対応や水質検査計画の

を最小限にとどめ

、円滑な連携、的確な対応システム

しなやかな水道の実現を目指しま

％以上（容量比

％以上（延長比率）

や病院・公共施設など重要施設周辺の

小千谷市地域防災計画などの

小千谷市地域防災計画など

かつ効果的な

                                                                  

以降に整備したものを 

276億円にな

老朽化資産を発生させない

と見込まれます。

億円の更新 

この更新工事費の推計は、水道施設を法定耐用年数を基準とし

なく、実際に安全な状態で使用できると考えら

れている年数（実使用年数）を基準としています。財政状況を長

期的に展望し、できるだけ効率的な更新計画を策定することが重

給水先までの総合

から取水する他の水道事業者との連携

など） 

検査計画の実践など

を最小限にとどめること 

、円滑な連携、的確な対応システムの 

を目指しま 

（容量比率） 

（延長比率） 

や病院・公共施設など重要施設周辺の基幹

小千谷市地域防災計画などの

小千谷市地域防災計画など

効果的な水道施設の

表

                                                                  

 

億円にな 

 

。 

この更新工事費の推計は、水道施設を法定耐用年数を基準とし 

なく、実際に安全な状態で使用できると考えら 

れている年数（実使用年数）を基準としています。財政状況を長 

期的に展望し、できるだけ効率的な更新計画を策定することが重 

総合的な水質管理を実践しま

との連携など） 

実践など） 

基幹管路から順次耐震化工事を実施し、

小千谷市地域防災計画などの各種計画

小千谷市地域防災計画などの各種計画

の更新を実施し

施設名 

配水施設等 

基幹管路等 

表-4 耐震化計画
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的な水質管理を実践しま

 

から順次耐震化工事を実施し、

各種計画との整合を図りつつ、

各種計画との整合を図りつつ

実施し、持続性のある健全な

割合 

 容量比率

 延長比率

耐震化計画 

17.17

4.79

2
0
1
9
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2
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3

グラフ-7 「構造物及

構造物及

（

                                                                  

的な水質管理を実践します。 

から順次耐震化工事を実施し、

との整合を図りつつ、関係機関

との整合を図りつつ、関係機関との協議

持続性のある健全な経営基盤を確立します。

 
現況

(2018)

容量比率 71.6

延長比率 30.8

8.81

7.28

2
0
2
4
～

2
0
2
8

西暦年度

構造物及び設備」と「

構造物及び設備

（5年間ごとの合計額

                                                                  

から順次耐震化工事を実施し、耐震化率の向上に

関係機関との協議

関係機関との協議

経営基盤を確立します。

現況

(2018) 

計画

(2028)

.6％ 84

30.8％ 38.

8.30 10.36

6.67

33.30

2
0
2
9
～

2
0
3
3

2
0
3
4
～

「管路」の更新工事費

管路

合計額）

                                                                  

 

化率の向上に

との協議を行い

関係機関との協議や先進

経営基盤を確立します。 

計画

(2028) 

4.０％ 

38.０％ 

10.36

33.30

2
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4
～

2
0
3
8

工事費

                                                                  

 

⑥広域連携

水需要の減少対策と水道施設の老朽化対策を進めるうえで、より効率的な実現方策を見出すために、近隣自治体の水道

事業などとの連携が求められています。連携の方法としては、水道施設の共同利用、業務の共同処理、災害時応援協定の

締結などが考えられます。

 

⑦官民連携

従来の個別

 

⑧水道施設

水需要の減少に対応するとともに

適正化

 

 

3.4 料金改定
 

水需要の減少により料金収入が減少する一方で、水道施設の老朽化対策と耐震化を進めるための支出が増加することが

見込まれます。

 

現在の料金水準をもとに推計すると、

積欠損から資金残高がマイナスと

できなくなります。

 

こうした

損の増加を抑制し

10 年間に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収
入
・支
出

(

億
円)

資
金
残
高

(

億
円)

                                                                  

連携の推進 

水需要の減少対策と水道施設の老朽化対策を進めるうえで、より効率的な実現方策を見出すために、近隣自治体の水道

事業などとの連携が求められています。連携の方法としては、水道施設の共同利用、業務の共同処理、災害時応援協定の

締結などが考えられます。

官民連携の検討 

従来の個別業務の委託のほか、専門的な

施設の統廃合・

水需要の減少に対応するとともに

適正化の取組を進めます。

料金改定の検討

水需要の減少により料金収入が減少する一方で、水道施設の老朽化対策と耐震化を進めるための支出が増加することが

見込まれます。 

現在の料金水準をもとに推計すると、

積欠損から資金残高がマイナスと

できなくなります。

こうした事態を回避

損の増加を抑制し、建設改良事業の資金を確保し続けるための試算を行ったものです。この試算では、

年間に 2 度の料金改定を行うことを想定しています。
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水需要の減少対策と水道施設の老朽化対策を進めるうえで、より効率的な実現方策を見出すために、近隣自治体の水道

事業などとの連携が求められています。連携の方法としては、水道施設の共同利用、業務の共同処理、災害時応援協定の

締結などが考えられます。 

業務の委託のほか、専門的な

・縮小の検討

水需要の減少に対応するとともに

の取組を進めます。 

検討 

水需要の減少により料金収入が減少する一方で、水道施設の老朽化対策と耐震化を進めるための支出が増加することが

現在の料金水準をもとに推計すると、

積欠損から資金残高がマイナスと

できなくなります。 

回避するための

、建設改良事業の資金を確保し続けるための試算を行ったものです。この試算では、

度の料金改定を行うことを想定しています。

1.4

△ 1.9

2028

西暦年度

グラフ-8

収入

0.4

△ 8.7

2023 2028

西暦年度

グラフ-10 資金残高

資金残高

                                                                  

水需要の減少対策と水道施設の老朽化対策を進めるうえで、より効率的な実現方策を見出すために、近隣自治体の水道

事業などとの連携が求められています。連携の方法としては、水道施設の共同利用、業務の共同処理、災害時応援協定の

業務の委託のほか、専門的な知識や技能を必要とする業務

検討 

水需要の減少に対応するとともに、水道施設の効率的な更新を図るため、統廃合やダウンサイジングを検討し、能力の

水需要の減少により料金収入が減少する一方で、水道施設の老朽化対策と耐震化を進めるための支出が増加することが

現在の料金水準をもとに推計すると、2019

積欠損から資金残高がマイナスとなることが予測され、水道施設を更新するための建設改良事業の資金を確保することが

ための方策として、料金改定を検討する時期を迎えています。

、建設改良事業の資金を確保し続けるための試算を行ったものです。この試算では、

度の料金改定を行うことを想定しています。

△ 2.6

2033

西暦年度

収益的収支

支出

△ 16.9

2033

西暦年度

資金残高の推計

資金残高

                                                                  

水需要の減少対策と水道施設の老朽化対策を進めるうえで、より効率的な実現方策を見出すために、近隣自治体の水道

事業などとの連携が求められています。連携の方法としては、水道施設の共同利用、業務の共同処理、災害時応援協定の

知識や技能を必要とする業務

水道施設の効率的な更新を図るため、統廃合やダウンサイジングを検討し、能力の

水需要の減少により料金収入が減少する一方で、水道施設の老朽化対策と耐震化を進めるための支出が増加することが

2019 年度以降

なることが予測され、水道施設を更新するための建設改良事業の資金を確保することが

方策として、料金改定を検討する時期を迎えています。

、建設改良事業の資金を確保し続けるための試算を行ったものです。この試算では、

度の料金改定を行うことを想定しています。

△ 2.7

△ 3.0

△ 2.5

△ 2.0

△ 1.5

△ 1.0

△ 0.5

0.0

0.5

1.0

2038

損益

△ 31.6

2038

                                                                  

水需要の減少対策と水道施設の老朽化対策を進めるうえで、より効率的な実現方策を見出すために、近隣自治体の水道

事業などとの連携が求められています。連携の方法としては、水道施設の共同利用、業務の共同処理、災害時応援協定の

知識や技能を必要とする業務

水道施設の効率的な更新を図るため、統廃合やダウンサイジングを検討し、能力の

水需要の減少により料金収入が減少する一方で、水道施設の老朽化対策と耐震化を進めるための支出が増加することが

年度以降収益的支出が慢性的な赤字状態

なることが予測され、水道施設を更新するための建設改良事業の資金を確保することが

方策として、料金改定を検討する時期を迎えています。

、建設改良事業の資金を確保し続けるための試算を行ったものです。この試算では、

度の料金改定を行うことを想定しています。 

3.0
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